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リモートチーム
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キャンプファイヤー クラウドファンディングアワード2020
ソーシャルグッド賞 受賞

　一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議
会（本部：東京都、会長：広瀬道明 東京ガス株
式会社取締役会長）は、2021年3月18日、都内に
て表彰式を開催し、「第7回ジャパン・レジリエン
ス・アワード（強靭化大賞）」の受賞者を発表。「一
般社団法人熊本支援チーム」が金賞（NPO・市
民活動部門）を受賞しました。
　東日本大震災から熊本地震などのこれまでの
災害支援の取り組みに加え、2020年7月熊本豪
雨災害において「コロナ禍による新しい災害支援
のあり方」として新たな被災地支援の方法や有償
スタッフの仕組みを構築、実践した実績が認めら
れ、今回の受賞に至りました。

　有償の学生支援チームをつくるために取り組ん
だ「キャンプファイヤー クラウドファンディング」（詳
しい内容は19-20ページ参照）。たくさんの方々に
応援いただいたおかげで、クラウドファンディングア
ワード2020 「ソーシャルグッド賞」に選出されまし
た。ご支援いただいた皆さま、本当にありがとうご
ざいました。

「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）」とは

「キャンプファイヤー クラウドファンディングアワード2020」とは

全国で展開されている次世代に向けたレジリエンス社会構築への取り組
みを発掘・評価、表彰する制度として2014年11月に創設。強靱な国づく
り、地域づくり、人づくり、産業づくりに資する活動、技術開発、製品開発
等に取り組んでいる企業・団体の表彰を行っています。

特に優れた挑戦を讃えることを目的に、2020年に実施された約13,000件にのぼるクラウドファンディングプロジェクト
から「2020年を代表する100プロジェクト」を選出。さらに「支援総額」「支援者数」「影響力」の観点に加え、Twitterによる
「一般投票」の結果から総合的に評価し、「総合賞」に加え、4つの「部門賞」と「特別賞」の合計22のプロジェクトを決定。

受賞式にて挨拶する熊本支援チーム代表理事の池田親生

https://award.camp-fire. jp/2020/
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第7回「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）」
金賞（NPO・市民活動部門）受賞

熊本支援チーム　つながる支援

https://www.resilience-jp.biz/award/

離れた場所から熊本支援チームをサポート
冷静かつ迅速に活動情報を発信

　リモートチームは、その名の通り離れた場所から

“リモート”で支援活動を行うチームです。中心となっ

て動いてくれたのは、当時、東京在住だった渡辺春花

さん。SNS運用サポートや事務局・バックオフィス立ち

上げサポートのプロフェッショナルです。熊本支援

チーム代表理事・池田親生との縁があったことからサ

ポートを依頼。具体的には、熊本支援チームのSNSと

ブログでの情報発信、現地スタッフとの連携、学生支

援チームの管理体制構築とコミュニケーション促進な

どです。

　途中、2020年8月～9月頭まで、渡辺さんには熊本

に来てもらい、熊本市の事務局や現地拠点でも活動し

てもらいました。「私自身も被災地を見て、現地メン

バーの状況も把握した上で現場と連携しなければい

けないと思い、熊本へ来ました。滞在したうちの数日

は被災地で泥出しや家財運搬といった支援活動のお

手伝いもさせてもらいました」と渡辺さん。さらに、

「現地に行って状況を見られたこと、現地の人たちと

コミュニケーションを取れたことは、リモートで情報

発信の活動をしていく上でとても役に立ちました」と

振り返ります。

　今回、リモートチームにサポートをお願いしたこと

で、２つの大きなメリットがありました。一つは、「情報

発信において冷静な判断ができる」という点です。被

災地で文章を書くと、その時の忙しさや心持ちによっ

て、つい感情的な文章になってしまったり、誰かを傷つ

ける表現になってしまったりして、それに気付かず投

稿してしまうことがあります。しかし、離れた場所から

冷静に、言葉を選んで投稿してもらうことで、そのよう

なトラブルを防ぐことができるのです。具体的には、熊

本支援チームの現地スタッフから渡辺さんへLINEで

文章と写真を送り、それを渡辺さんが読みやすく編集

し、誤字脱字も直して投稿してもらうという流れで進

めました。

　もう一つは、現地スタッフの負担を減らせたことで

す。日々の支援活動で手一杯の中、SNSやブログの更

新は大きな負担になります。そこで情報発信に長けた

人に手伝ってもらうことで現地スタッフの負担は減

り、より支援活動自体に力を注ぐことができました。

「これまで大きな災害が起こった時に、“何か自分にで

きないか”と考えることはありましたが、実際に動くこ

とはできていませんでした。被災地へ行けるかという

と、普段の生活や仕事があるから行けない。お金を寄

付できるかというと、そんなに大した金額はできな

い。そうやって諦めていました。でも、今回初めて東京

からリモートで関わって、東京にいても支援できるこ

とがあると分かりました。また、コロナ禍で県外から

支援に行けなかったことが、リモートチームやクラウ

ドファンディング、現地学生との連携などを生み出すこ

とにつながったと思います。現地に行かなくても、どこ

にいても、支援したい人が支援できる形を見つけられ

たことは、今後の災害発生時においてもすごく役に立

つはず。新しい時代の災害支援のモデルだと思いま

す」と渡辺さんは話します。

熊本支援チームのホームページ
https://www.kumamoto-team.net/

渡辺春花さんに知り合いに声を掛けてもらい、数名がリモート
チームに参加。東京をはじめとした県外からリモートでブログ
の更新やSNSの投稿をしてくれました
















